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取扱説明書・保証書

お買い上げいただきありがとうございます。

電気製品は安全のための注意事項を守らない
と、火災や人身事故になることがあります。

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の
取り扱いかたを示しています。この取扱説明書をよくお読みのう
え、製品を安全にお使いください。
お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管して
ください。
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警告表示の意味
取扱説明書および製品で
は、次のような表示をして
います。表示の内容をよく
理解してから本文をお読み
ください。

この表示の注意事項を守ら
ないと、火災や感電などに
より死亡や大けがなど人身
事故の原因となります。

この表示の注意事項を守ら
ないと、感電やその他の事
故によりけがをしたり周辺
の家財に損害を与えたりす
ることがあります。

注意を促す記号

行為を禁止する記号

行為を指示する記号

安全のために

ソニー製品は安全に充分配慮して設計されています。しかし、電
気製品はすべて、まちがった使いかたをすると、火災や感電など
により人身事故になることがあり危険です。
事故を防ぐために次のことを必ずお守りください。

安全のための注意事項を守る

4～7ペ－ジの注意事項をよくお読みください。製品全般の注意
事項が記載されています。

定期的に点検する

1年に1度は、電源コードに傷みがないか、コンセントと電源プ
ラグの間にほこりがたまっていないか、などを点検してくださ
い。

故障したら使わない

動作がおかしくなったり、キャビネットや電源コードなどが破損
しているのに気づいたら、すぐにお買い上げ店またはソニーサー
ビス窓口に修理をご依頼ください。

万一、異常が起きたら

1 電源を切る
2 電源プラグを
コンセントから
抜く

3 お買い上げ店ま
たはソニーサー
ビス窓口に修理
を依頼する

変な音・においがしたら、
煙が出たら b
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目次

CD•MD再生
表示窓の見かた .................................... 18
聞きたい曲を選ぶ

（ダイレクト選曲/サーチ）................. 19
繰り返し聞く（リピート再生）.............. 20
順不同に聞く（シャッフル再生）........... 21
聞きたい曲を好きな順に聞く

（プログラム再生）............................. 22

ラジオ
放送局を記憶させる ............................. 24
記憶させた放送局を聞く

（プリセット選局）............................. 27

MDに録音する
CDの再生中の曲だけを録音する
（REC IT録音）.................................. 28

CDから好きな曲を選んで録音する
（プログラムシンクロ録音）.............. 29
ラジオ•CDを録音する ........................ 30
長時間録音する（モノラル録音）........... 32
録音済みのMDに録音する ................... 33

MD編集
編集の前にお読みください .................. 34
曲を消す（イレース機能）..................... 34
曲を2つに分ける （ディバイド機能）.... 36
2つの曲を1つにする
（コンバイン機能）............................. 37
曲を移動する（ムーブ機能）.................. 38
ディスク名や曲名を付ける

（ネーム機能）.................................... 39

音質
好みの音質で聞く ................................ 42

タイマー
時計を合わせる .................................... 43
音楽で目覚める .................................... 44
音楽を聞きながら眠る

（スリープ機能）................................ 45
留守中にラジオを録音する .................. 46

準備
接続する ............................................... 48
表示窓のコントラストを調節する ....... 50
ゲーム機など他の機器をつないで使う . 51

その他
使用上のご注意 .................................... 52
故障かな?と思ったら ........................... 54
エラーメッセージ一覧 ......................... 58
主な仕様 ............................................... 59
保証書とアフターサービス .................. 60
各部のなまえ ....................................... 61
ミニディスクとは？ ............................. 65
索引 ...................................................... 67

• ................................................... 4

ここだけ読んでも使えます
CDを聞く .............................................................. 8
CDをまるごと録音する（シンクロ録音）............. 10
MDを聞く ........................................................... 14
ラジオを聞く ....................................................... 16



はじめに4

下記の注意事項を守らないと火災・
感電により死亡や大けがの原因
となります。

内部に水や異物を落とさない
水や異物が入ると火災や感電の原因となります。
万一、水や異物が入ったときは、すぐに本体の電源スイッチ
を切り、電源プラグをコンセントから抜き、お買い上げ店ま
たはソニーサービス窓口にご相談ください。

電源コードを傷つけない
電源コードを傷つけると、火災や感電の原因となります。
• 電源コードを加工したり、傷つけたりしない。
• 重いものをのせたり、引っ張ったりしない。
• 熱器具に近づけない。加熱しない。
• 電源コードを抜くときは、必ずプラグを持って抜く。
万一、電源コードが傷んだら、お買い上げ店またはソニー
サービス窓口に交換をご依頼ください。

湿気やほこり、油煙、湯気の多い場所や直射日光の
あたる場所には置かない
火災や感電の原因となることがあります。とくに風呂場では
絶対に使用しないでください。

海外では使用しない
交流100Vの電源でお使いください。海外などで、異なる
電源電圧で使用すると、火災や感電の原因となります。

雷が鳴りだしたら、アンテナや電源プラグに
触れない
感電の原因となります。ロッドアンテナ付き製品を屋外で
使用中に、遠くで雷が鳴りだしたときは、落雷を避けるた
め、すぐにアンテナをたたんで使用を中止し、その後は触
れないでください。

ガス管にアース線やアンテナをつながない
火災や爆発の原因となります。

交流100V
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ぬれた手で電源プラグにさわらない
感電の原因となることがあります。

通風孔をふさがない
布をかけたり、毛足の長いじゅうたんや布団の上または壁や
家具に密接して置いて、通風孔をふさがないでください。過
熱して火災や感電の原因となることがあります。

下記の注意事項を守らないとけがをしたり周辺の
家財に損害を与えたりすることがあります。

内部を開けない
感電の原因となることがあります。
内部の点検や修理はお買い上げ店またはソニーサービス窓口
にご依頼ください。

移動させるとき、長時間使わないときは、
電源プラグを抜く
電源プラグを差し込んだまま移動させると、電源コードが傷
つき、火災や感電の原因となることがあります。
またロッドアンテナ付きの製品を持ち運ぶ際は、目のけがな
どをしないように、アンテナを折りたたんでください。長期
間の外出・旅行のときは安全のため電源プラグをコンセント
から抜いてください。差し込んだままにしていると火災の原
因となることがあります。
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お手入れの際、電源プラグを抜く
電源プラグを差し込んだままお手入れをすると、感電の原因
となることがあります。

安定した場所に置く
ぐらついた台の上や傾いたところなどに置くと、製品が落ち
てけがの原因となることがあります。また、置き場所、取り
付け場所の強度も充分に確認してください。

大音量で長時間つづけて聞きすぎない
耳を刺激するような大きな音量で長時間つづけて聞くと、聴
力に悪い影響を与えることがあります。とくにヘッドホンで
聞くときにご注意ください。呼びかけられて返事ができるく
らいの音量で聞きましょう。

幼児の手の届かない場所に置く
CDトレイなどに手をはさまれ、けがの原因となることがあ
ります。お子さまがさわらぬようにご注意ください。

円形ディスク以外は使用しない
円形以外の特殊な形状（星型、ハート型など）をしたディスクを使用すると、高速回転に
よりディスクが飛び出し、けがの原因となることがあります。

つづき
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• 小さい電池は飲み込む恐れがあるので、乳幼児の手の届くところに置かない。万が一飲み込んだ場合は、
窒息や胃などへの障害の原因になるので、ただちに医師に相談する。

• 機器の表示に合わせて＋と－を正しく入れる。

• 充電しない。

• 火の中に入れない。分解、加熱しない。

• コイン、キー、ネックレスなどの貴金属類と一緒に携帯・保管しない。ショートさせない。

• 火のそばや直射日光のあたるところ・炎天下の車中など、高温の場所で使用・保管・放置しない。

• 水などで濡らさない。風呂場などの湿気の多いところで使わない。
• 外装のビニールチューブをはがしたり、傷つけたりしない。

• 指定された種類以外の電池は使用しない。

• 液漏れした電池は使わない。

アルカリ電池の液が漏れたときは素手で液をさわらない
• アルカリ電池の液が目に入ったり、身体や衣服につくと、失明やけが、皮膚の炎症の原因となることが
あります。そのときに異常がなくても、液の化学変化により、時間がたってから症状が現れることがあ
ります。

必ず次の処理をする
• 液が目に入ったときは、目をこすらず、すぐに水道水などのきれいな水で充分洗い、ただちに医師の治
療を受けてください。

• 液が身体や衣服についたときは、すぐにきれいな水で充分洗い流してください。皮膚の炎症やけがの症
状があるときには、医師に相談してください。

• 使いきった電池は取りはずす。長時間使用しないときは取りはずす。
• 新しい電池と使用した電池、種類の違う電池を混ぜて使わない。

電池についての安全上のご注意
液漏れ•破裂•発熱•発火•誤飲による大けがや失明を避けるため、下記のことを必ずお
守りください。

この取扱説明書について
本書では、本体での操作を中心に説明しています。リモコンでの操作のしかたは、本体と違う場合に明記
してあります。
「各部のなまえ」（61～64ページ）も併せてご覧ください。

録音についてのご注意

• 録り直しのきかない録音の場合は、必ず事前にためし録りをしてください。
• パ－ソナルミニディスクシステムの不具合により録音されなかった場合の録音内容の補償については、ご
容赦ください。

• あなたが録音したものは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利者に無断で使用はできませ
ん。なお、この商品の価格には、著作権上の定めにより、私的録音保証金が含まれております。
（お問い合わせ先（社）私的録音保証金管理協会　Tel.03-5353-0336）
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準備,「接続する」（48～50ページ）をご覧ください。

1 プッシュ オープン クローズ

Z PUSH OPEN/CLOSE
を押してCDぶたを開け、
CDを入れる。

2 プッシュ オープン クローズ

Z PUSH OPEN/CLOSE
を押してCDぶたを閉める。

3 1, 2

文字のある面を上に

CDを聞く
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ここだけ読んでも使えます

3 CDuボタンを押す。
（リモコンではCDNボタン
を押す。）

自動的に電源が入り、再生が始ま

ります。

ちょっと一言

一度CDを入れておけば、次
にCDを聞くときはCDu

ボタンを押すだけで電源が
入り、再生を始めることが
できます。

パワー

POWER CDu

CDx

プッシュ オ－プン クロ－ズ

Z PUSH OPEN/CLOSE

ボリューム

VOLUME－、＋

ジョグダイヤル

本体表示窓

曲の再生
経過時間

曲番

（　）内はリモコンのボタンです。

こんなときは 押すボタン/操作

音量を調節する
ボリューム

VOLUME＋、－（VOL＋、－）

再生を止める CDx

再生中に一時停止する CDu（CDX）
もう一度押すと再生が始まる。

曲の頭に戻す ジョグダイヤルを左へ回す。
前の曲へ戻す （.を押す。）

次の曲へ進む ジョグダイヤルを右へ回す。
（>を押す。）

CDを取り出す
プッシュ オープン　クローズ

Z PUSH OPEN/CLOSE

電源を入/切する
パワー

POWER

その他の操作
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準備,「接続する」（48～50ページ）をご覧ください。

1 録音用MDを入れる。

自動的に電源が入ります。

2 プッシュ オープン クローズ

Z PUSH OPEN/CLOSEを
押してCDを入れる。

再びZ PUSH OPEN/CLOSEを
押してCDぶたを閉めます。

本体表示窓

矢印の向きに差し込む

ラベル面を上に

「TOC Reading」表示後、
ディスク名が記録されてい
るときはディスク名が出る

214

文字のある面を上に

3 5

CDをまるごと録音する（シンクロ録音）
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ここだけ読んでも使えます

3 CDxボタンを押す。

4 ハイ

高速録音する場合はHIGH
スピード

SPEEDボタンを押す。

ランプが点灯します。

高速録音しない場合は手順5に進んで
ください。

5 シンクロ レコーディング

SYNCHRO REC
CDNMDボタンを押す。

自動的に録音が始まります。

すでに録音してあるMDを入れたとき
は、録音部分の終わりから録音します。

CDの再生
経過時間

CDの曲番

次のページへつづく

高速録音についてのご注意
• 同じ曲を続けて高速録音することはできません（HCMS:
ハイスピードコピーマネージメントシステム、66ページ
参照）。高速録音した曲が直前の74分以内に録音されたも
のだった場合は、その曲は通常の速度で録音されます。

1枚のCDの中に何曲か高速録音した曲がある場合は、そ
の曲だけが通常の速度で録音されます。

• 高速録音中に曲の途中で録音が止まると、その曲は録音さ
れません。
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こんなときは 押すボタン

録音を止める MDxまたはCDx

電源を入/切する
パワー

POWER

ご注意

• 録音を止め
たあと、

「TOC EDIT」が点滅してい
るときは、電源コンセント
を抜いたり、本機を動かし
たりしないでください。録
音されないことがありま
す。

• シンクロ録音の場合、録音
の一時停止などはできませ
ん。

ちょっと一言

• 音量や音質を調節しても録
音される音には影響ありま
せん。ただし、音量が大き
すぎると、音とびの原因と
なることがありますのでご
注意ください。

• 録音済みのMDの内容を消
して上書き録音するには、

33ページをご覧ください。
• 時計を合わせてあると、録
音日時が自動的に記録され
ます（43ページ）。

• 録音中にディスク名、曲名
を付けることができます。

39、40ページをご覧くださ
い。

パワー

POWER

MDx

ノー

NO
キャンセル

CANCEL

その他の操作

CDをまるごと録音する（シンクロ録音）（つづき）

イエス

YES
エンター

ENTER

CDx
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ここだけ読んでも使えます

「CD>MD OK?」と足りない時間が交互に表示されたら

MDの録音できる残り時間が足りません。

CDを最後まで録音できなくてもよいときは、YES•ENTER
ボタンを押します。録音をやめるときは、NO•CANCELボ
タンを押します。

その他のメッセージが表示されたときは58ページをご覧くだ
さい。
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準備,「接続する」（48～50ページ）をご覧ください。

1 MDを入れる。

自動的に電源が入ります。

2 MDuボタンを押す。

再生が始まります。

本体表示窓

曲名が記録されているとき出る

曲番

ラベル面を上に

矢印の向きに差し込む

曲の再生経過時間

「TOC Reading」表示後、
ディスク名が記録されてい
るとき出る

12

m

m

MDを聞く
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ここだけ読んでも使えます

その他の操作

（　）内はリモコンのボタンです。

こんなときは 押すボタン/操作

音量を調節する
ボリューム

VOLUME＋、－（VOL＋、－）

再生を止める MDx

再生中に一時停止する MDu（MDX）
もう一度押すと再生が始まる。

曲の頭に戻す ジョグダイヤルを左へ回す。
前の曲へ戻す （.を押す。）

次の曲へ進む ジョグダイヤルを右へ回す。
（>を押す。）

MDを取り出す Z

電源を入/切する
パワー

POWER

ちょっと一言

一度MDを入れておけば、
次にMDを聞くときは
MDuボタンを押すだけで
電源が入り、再生を始める
ことができます。

Z

パワー

POWER MDu

MDx

ボリューム

VOLUME－、＋

ジョグダイヤル
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準備,「接続する」（48～50ページ）をご覧ください。

1 ラジオ バンド オート

RADIO BAND•AUTO
プリセット

PRESETボタンを押し
て、FMまたはAMを選ぶ。

ボタンを押すと自動的に電源が

入り、「FM」 (「TV」)または「AM」
が出ます。切り換えるときは、

もう一度押します。

2 チューン チューン

TUNE+またはTUNE–
ボタンを押したままに
し、表示窓の数字が動き
始めたら指を離す。

放送局を自動的に受信して止ま

ります。受信できなかったとき

は、TUNE+またはTUNE–ボタ
ンを繰り返し押して、聞きたい

局の周波数に合わせます。

ラジオを聞く

本体表示窓

21

FMステレオ受信の
とき出る

「FM」 (「TV」)または
「AM」が出る
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ここだけ読んでも使えます

（　）内はリモコンのボタンです。

こんなときは 押すボタン

音量を調節する
ボリューム

VOLUME＋、－（VOL＋、－）

電源を入/切する
パワー

POWER

受信状態をよくする

FM（TV1～3ch）放送のとき

アンテナを伸ばし、向きを変える。

AM放送のとき

AMループアンテナを本体からできるだけ離し、向きを変え
る。

それでも受信状態がよくならない場合は、屋外アンテナを接
続してください（50ページ参照）。

ちょっと一言

• 本機では、FMステレオ放送
のみステレオで聞くことが
できます。AM、TV1-3のス
テレオ放送はモノラルにな
ります。

• FMステレオ放送の雑音が多
いときは、MODEボタンを
押して、表示窓に「Mono」
を表示させます。音はモノ
ラルになります。

• 一度放送局を受信すれば、
次にラジオを聞くときは

RADIO BAND•
AUTO PRESETボタンを押
すだけで電源が入り、ラジ
オを聞くことができます。

モード

MODE

ボリューム

VOLUME－、＋

パワー

POWER

その他の操作
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CD停止中
次の表示が出ます。
全曲数と全再生時間を調べることができま
す。

CD再生中
再生中の曲番と曲の再生経過時間が表示され
ます。

残り再生時間を調べる

DISPLAYボタンを押します。

表示 押す回数

再生中の曲番と曲の残り時間 1回

残りの曲数と残り時間 2回

再生中の曲番と曲の 3回
再生経過時間（通常表示）

ご注意

リピート再生（20ページ）、シャッフル再生（21
ページ）、プログラム再生（22ページ）のときは、
残りの曲数と残り時間は表示されません。

MD停止中
次の表示が出ます。
全曲数と全再生時間を調べることができま
す。

録音用MDの録音可能時間を調べる
DISPLAYボタンを押します。

ちょっと一言

ディスク名、曲名が表示されるのは、MDにディス
ク名、曲名が記録されているときのみです。記録さ
れていないときは表示されません。

全再生時間

MDマーク
全再生時間全曲数

全曲数

ディスク名全曲数

m

DISPLAY

CDマーク

CD•MD再生

表示窓の見かた
表示窓で、CDまたはMDの全曲数や全再生
時間を調べることができます。
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Ｃ
Ｄ•

Ｍ
Ｄ
再
生

MD再生中
再生中の曲番と曲の再生経過時間、および曲
名が表示されます。

残り再生時間、録音日時などを調べる

DISPLAYボタンを押します。

表示 押す回数

再生中の曲番と曲名 1回

再生中の曲番と曲の残り時間 2回

残りの曲数とディスク名 3回

残りの曲数と残り時間 4回

録音した日時* 5回

再生中の曲番と再生経過時間 6回
（通常表示）

* 時計を合わせておくと録音したとき、自動的に録
音日時が記録されます（43ページ）。

ちょっと一言

曲名が表示されるのは、MDに曲名が記録されてい
るときのみです。記録されていないときは表示され
ません。

ご注意

リピート再生（20ページ）、シャッフル再生（21
ページ）、プログラム再生（22ページ）のときは、
残りの曲数と残り時間は表示されません。

次のページへつづく

数字／文字
ボタン

.、>

聞きたい曲を選ぶ
（ダイレクト選曲/サーチ）

CDまたはMDの聞きたい曲の再生を、リモ
コンの数字ボタンですぐに始めることができ
ます。また、.、>ボタンで曲の中の聞
きたい部分を探すこともできます。

選びかた/探しかた

曲番で直接選ぶ
（ダイレクト選曲）

聞きながら探す
（サーチ）

表示窓の再生時間を
見ながら探す
（高速サーチ）

操作のしかた

曲番の数字ボタンを押す。

再生中に.、>ボタン
を押したままにする。
指を離すと、そこから再生
されます。
（本体ではmまたはMボ
タンを使います。）

一時停止中に.、>ボ
タンを押したままにする。
指を離すと、その位置で一
時停止になります。
（本体ではmまたはMボ
タンを使います。）
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ご注意

ダイレクト選曲の場合、表示窓に「REP PGM」
「REP SHUF」 「PGM」「SHUF」が出ていたら、
xボタンを押して消します。

ちょっと一言

• 10曲目以降の曲を選ぶには、＞10ボタンを押し
たあと10の位の数、1の位の数という順に数字ボ
タン（1～0）を押します。
例：23曲目を選ぶときは、＞10→2→3の順に
押します。

10曲目は0/10ボタンで選ぶこともできます。
• MDで100曲目以降の曲を選ぶには、＞10ボタン
を2回押したあと100の位の数、10の位の数、1
の位の数という順に数字ボタンを押します。

繰り返し聞く
（リピート再生）

CDまたはMDを1曲だけ、または全曲を繰り
返し聞くことができます。シャッフル演奏や
プログラム演奏を繰り返すこともできます。

聞きたい曲を選ぶ（ダイレクト選曲/
サーチ）（つづき）

リピートの種類

1曲だけ繰り返す

全曲を繰り返す

順不同に繰り
返す

プログラムした
曲順で繰り返す

押すボタン

1 繰り返したい曲を再生す
る。

2 MODEボタンを押して
「REP 1」を表示させる。

1 再生を始める。
2 MODEボタンを押して
「REP ALL」を表示させる。

1 シャッフル再生を始める
（21ページ参照）。

2 MODEボタンを押して
「REP」と「SHUF」を表示
させる。

1 プログラム再生を始める
（22ページ参照）。

2 MODEボタンを押して
「REP」と「PGM」を表示
させる。

MDu

CDu MODE
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Ｃ
Ｄ•

Ｍ
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再
生

MDu

CDu MODE

聞きたい音源（CDまたはMD）の停止中に操
作してください。

1 MODEボタンを押して「SHUF」
を表示させる。

2 CDu（またはMDu）ボタン
を押す。
シャッフル再生が始まります。

シャッフル再生をやめる
停止させてからMODEボタンを押して
「SHUF」を消します。

ちょっと一言

シャッフル再生中はジョグダイヤルを回して（リモ
コンでは.ボタンを押して）前の曲に戻すことは
できません。

順不同に聞く
（シャッフル再生）

CDまたはMDに入っている全曲を順不同に
聞くことができます。

リピート再生をやめる
停止させてからMODEボタンを押して
「REP」を消します。

ちょっと一言

停止中でもリピート再生にすることができます。

MODEボタンを繰り返し押して「REP 1」、
「REP ALL」、「SHUF」と「REP」、「PGM」 と
「REP」を選びます。そのあとCDまたはMDを再生
します。
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NO
CANCEL

YES
ENTER

MDu

CDu MODE

ジョグダイヤル

（CDの場合）

プログラム総時間

プログラム総時間

（MDの場合）

プログラムでの曲順

選んだ曲番

プログラムでの曲順

選んだ曲番

この操作を繰り返します。

3 CDu（またはMDu）ボタン
を押す。
プログラムした順に再生が始まります。

リモコンでは

MODEボタンを押して「PGM」を選び、数字／文
字ボタンで曲番を選びます。

ちょっと一言

• 曲番を間違えたときは、NO•CANCELボタンを
押してから、ジョグダイヤルとYES•ENTERボ
タンで曲を選び直します。

• プログラム再生が終わっても、作ったプログラム
は残っています。uボタンを押すと同じプログ
ラムをもう一度聞くことができます。

• CDぶたを開けるとCDのプログラムの内容が消
え、MDを取り出すとMDのプログラムの内容が
消えます。

• 再生中は、合計時間を表示することはできませ
ん。

聞きたい音源（CDまたはMD）の停止中に操
作してください。

1 MODEボタンを押して「PGM」
を表示させる。

2 ジョグダイヤルを回して曲番を選
び、YES•ENTERボタンを押す。

聞きたい曲を
好きな順に聞く
（プログラム再生）

CDまたはMDを20曲まで聞きたい順に
プログラムすることができます。



23CD•MD再生

Ｃ
Ｄ•

Ｍ
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生

プログラム再生をやめる
停止させてからMODEボタンを押して
「PGM」を消します。

曲順を確認する
再生を始める前にYES•ENTERボタンを押し
ます。
ボタンを押すたびにプログラムした順で曲番
が表示されます。

プログラムを変更する
再生を始める前に変更します。

変更のしかた

最後の曲から消す

プログラムを
し直す

操作のしかた

1 NO•CANCELボタンを
押す。最後にプログラム
した曲が消えます。

2 プログラムし直す。

1 xボタンを押してプログ
ラムをすべて消す。

2 初めからプログラムをし
直す。
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YES
ENTER

RADIO
BAND
AUTO PRESET

ジョグダイヤル

EDIT

3 YES•ENTERボタンを押す。
プリセット番号の1番から順に、周波数
の低い局から高い局へ受信状態の良い
局だけが自動的に記憶されます。
記憶されると、プリセット番号1に記憶
された局を受信し、都道府県名が表示
されます。

4 ジョグダイヤルを回して都道府県
名を選ぶ。

5 YES•ENTERボタンを押す。
放送局名が記憶され、受信したときに
表示されます。表示される放送局につ
いては25、26ページをご覧ください。

ちょっと一言

FMかAMに都道府県名を登録すると、もう一方に
も同じ都道府県名が登録されます。

電波が弱くオートプリセットで記憶でき
なかった局を記憶させる、またはプリ
セット番号を選んで記憶させる
1 RADIO BAND•AUTO PRESETボタン
を押して、FMかAMを選ぶ。

2 TUNE＋、TUNE－ボタンで記憶させたい
放送局の周波数に合わせ、YES•ENTER
ボタンを約2秒間押す。

3 ジョグダイヤルで記憶させたいプリセット
番号を選ぶ。

4 YES•ENTERボタンを押す。
都道府県名が登録されている場合は放送局
名が表示されます。新しい放送局を記憶す
ると、同じ番号に記憶されていた局は消え
ます。

1 RADIO BAND•AUTO
PRESETボタンを押して、FM
かAMを選ぶ。

2 「Auto Preset」が点滅するま
で、RADIO BAND•AUTO
PRESETボタンを押したままに
する。

ラジオ

放送局を記憶させる
受信状態の良い放送局を自動的に記憶します
（オートプリセット）。次からは記憶させた番
号（プリセット番号）でその局を選ぶことが
できます。FM、AM各10局ずつ、計20局記
憶できます。
また、都道府県名を登録させると、受信して
いる放送局名が表示されます。放送局名を付
け変えることもできます。
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リモコンでは

1 BANDボタンを押して、FMかAMを選ぶ。
2 TUNE＋または－ボタンで放送局を選ぶ。
3 記憶させたいプリセット番号の数字ボタンを約2
秒間押したままにする。

記憶させた放送局名を変える
1 27ページの手順に従って、放送局を選ぶ。
2 EDITボタンを約2秒間押したままにする。
3 放送局名を変える（最大12文字まで）。

操作 使うボタン

カーソルを移動する Kまたはk

文字を選ぶ ジョグダイヤルを回す

文字を消す DEL

4 YES•ENTERボタンを押す。

入力できる文字は

• カタカナ
• アルファベットA～Zの大文字、小文字
• 数字0～9
• 記号 ! " # $ % & ( ) ＊ . ; < = > ? @ _ `+ – ' ,
／ :  （スペース）

ちょっと一言

文字の入力のしかたについて詳しくは、39ページの
手順3をご覧ください。

FM局名 (1999年5月現在）

放送局名 表示

NHK-FM　　　　　 NHK-FM

FM北海道 AIR-G’

FMノースウェーブ northwave

FM青森 FMアオモリ

FM岩手 FMイワテ

FM仙台 Date fm

FM秋田 FMアキタ

FM山形 FMヤマガタ

FM福島 フクシマFM

FM栃木 RADIO BERRY

FM群馬 FMグンマ

FM埼玉 NACK 5

FMサウンド千葉 bay fm

放送大学 ホウソウダイガク

FMインターウェーブ InterFM

FM東京 TOKYO FM

FMジャパン J wave

横浜FM放送 Fm yokohama

FMラジオ新潟 FMニイガタ

富山FM放送 FMトヤマ

FM石川 FMイシカワ

福井FM放送 FMフクイ

FM富士 FMフジ

長野FM放送 FMナガノ

静岡FM放送 K-MIX

FM名古屋 ZIP-FM

FM愛知 FM AICHI

三重FM放送 ミエFM

FM滋賀 E-RADIO

FM京都 AlphaStation

FMはちまるに FM802

FM大阪 fm osaka

関西インターメディア FM COCOLO

兵庫FMラジオ放送 Kiss-FM

FM山陰 FMサンイン

広島FM放送 ヒロシマFM

岡山FM FMオカヤマ

次のページへつづく
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アール・エフ・ラジオ日本 RFラジオニッポン

新潟放送 BSN/ニイガタ

北日本放送 KNB/キタニホン

北陸放送 MRO/ホクリク

福井放送 FBC/フクイ

山梨放送 YBS/ヤマナシ

信越放送 SBC/シンエツ

岐阜放送 GBS/ギフ

静岡放送 SBS/シズオカ

東海ラジオ放送 トウカイラジオ

中部日本放送 CBC/チュウブニホン

近畿放送 KBSキョウト

朝日放送 ABC/アサヒ

毎日放送 MBS/マイニチ

大阪放送 OBC/オオサカ

ラジオ関西 AM KOBE

和歌山放送 WBS/ワカヤマ

山陰放送 BSS/ サンイン

山陽放送 RSK/ サンヨウ

中国放送 RCC/チュウゴク

山口放送 KRY/ヤマグチ

AFN岩国 AFN イワクニ

四国放送 JRT/シコク

西日本放送 RNC/ニシニホン

南海放送 RNB/ナンカイ

高知放送 RKC/コウチ

九州朝日放送 KBCキュウシュウアサヒ

アール・ケー・ビー毎日放送 RKBマイニチ

長崎放送 NBC/ナガサキ

AFN佐世保 AFN サセボ

熊本放送 RKK/クマモト

大分放送 OBS/オオイタ

宮崎放送 MRT/ミヤザキ

南日本放送 MBC/ミナミニホン

AFN沖縄 AFN オキナワ

琉球放送 RBC/リュウキュウ

ラジオ沖縄 ROK/ラジオオキナワ

放送局名 表示

FM山口 FMヤマグチ

FM徳島 FMトクシマ

FM香川 FMカガワ

FM愛媛 FMエヒメ

FM高知 FMコウチ

FM九州 CROSS FM

九州国際FM LOVE FM

FM福岡 FMフクオカ

FM佐賀 FMサガ

FM長崎 FMナガサキ

FM中九州 FMナカキュウシュウ

FM大分 FMオオイタ

FM宮崎 FMミヤザキ

FM鹿児島 ミューFM

FM沖縄 FMオキナワ

AM局名 (1999年5月現在）

放送局名 表示

NHK第1放送 NHK-1

NHK第2放送 NHK-2

北海道放送 HBC/ホッカイドウ

札幌テレビ放送 STV/サッポロTV

青森放送 RAB/アオモリ

AFN三沢 AFN ミサワ

アイビシー岩手放送 IBC/イワテ

東北放送 TBC/トウホク

秋田放送 ABS/アキタ

山形放送 YBC/ヤマガタ

ラジオ福島 RFC/ラジオフクシマ

茨城放送 IBS/イバラキ

栃木放送 CRT/トチギ

AFN東京 AFN トウキョウ

東京放送 TBS

文化放送 ブンカ

ニッポン放送 ニッポン

放送局を記憶させる（つづき）
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記憶させた放送局を
聞く（プリセット選局）
あらかじめ記憶させておいた放送局を簡単
に選ぶことができます。放送局を記憶させ
る方法は、24ページをご覧ください。

RADIO
BAND
AUTO PRESET ジョグダイヤル

DISPLAY

1 RADIO BAND•AUTO
PRESETボタンを押して、FM
かAMを選ぶ。

2 ジョグダイヤルを回して聞きたい
局のプリセット番号を選ぶ。

放送局名を調べる

DISPLAYボタンを押します。周波数表示に
戻すには、もう一度DISPLAYボタンを押し
ます。

リモコンでは

1 BANDボタンを押して、FMかAMを選ぶ。
2 記憶させた局のプリセット番号の数字ボタンを押
す。
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MDに録音する

CDの再生中の曲だ
けを録音する
（REC IT録音）

再生中の曲だけを、ボタンひとつでその曲の
頭から録音できます。聞いている曲をすぐに
録音したいとき便利です。

1 録音用MDを入れる。

2 録音するCDを入れ、録音したい
曲を再生する。

3 高速録音する場合は、HIGH
SPEEDボタンを押してランプを
点灯させる。
高速録音しない場合は手順4へ進んでく
ださい。

SYNCHRO REC
CD NMDHIGH SPEED

4 SYNCHRO REC CD NMDボ
タンを押す。
再生中の曲の頭まで戻って録音が始ま
ります。
録音済みMDの場合、すでに録音してあ
る部分の後ろに録音します。
録音を終えるとMDは自動的に停止しま
すが、CDの再生は続きます。

「CD>MD OK?」と足りない時間が交互
に表示されたら

MDの録音できる残り時間が足りません。
再生中の曲を最後まで録音できなくてもよい
ときは、YES•ENTERボタンを押します。録
音をやめるときは、NO•CANCELボタンを
押します。
その他のメッセージが表示されたときは58
ページをご覧ください。

ご注意

• 録音を止めたあと、「TOC
EDIT」が点滅しているときは、

電源コンセントを抜いたり、本機を動かしたりし
ないでください。録音されないことがあります。

• 高速録音についてのご注意は11ページをご覧く
ださい。

• 音量が大きすぎると、音とびの原因となることが
あります。

ちょっと一言

• 録音済みのMDの内容を消して録音するには、33
ページをご覧ください。

• 時計を合わせてあると、録音日時が自動的に記録
されます（43ページ）。

• 録音中に曲名を付けることができます。39、40
ページをご覧ください。
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に
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る

1 録音用MDを入れる。

2 録音するCDを入れ、CDxボタ
ンを押す。

3 MODEボタンを押して「PGM」
を表示させる。

選んだ曲番

プログラム
総時間

プログラム
での曲順

MODE

CDx

ジョグダイヤル
SYNCHRO REC
CD NMD

NO
CANCEL

CDから好きな曲を選
んで録音する
（プログラムシンクロ録音）

CDの好きな曲を好きな順番で20曲まで
録音できます。

4 ジョグダイヤルを回して曲番を選
び、YES•ENTERボタンを押す。
この操作を繰り返します。

5 SYNCHRO REC CD NMDボ
タンを押す。
録音が始まります。
すでに録音してあるMDを入れたとき
は、録音部分の終わりから録音します。

「CD>MD OK?」と足りない時間が交互
に表示されたら

MDの録音できる残り時間が足りません。
プログラムした曲を最後まで録音できなくて
もよいときは、YES•ENTERボタンを押しま
す。録音をやめるときは、NO•CANCELボ
タンを押します。
その他のメッセージが表示されたときは58
ページをご覧ください。

YES
ENTER

次のページへつづく
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CDu

ラジオを録音する

1 録音したい放送局を受信する。

2 録音用MDを入れる。

3 REC•REC MODEボタン（リモ
コンではzボタン）を押す。
まだ録音は始まりません（録音待機状
態）。

4 MDuボタン（リモコンでは
MDNまたはXボタン）を押す。
録音してある部分の終わりから録音が
始まります。

ラジオ•CDを録音
する
ラジオやCDをREC•REC MODEボタンを
使って録音します。好きなところで録音を始
めたり止めることができます。録音を一時停
止することもできます。

CDx

REC
REC MODE

MDu

ジョグダイヤル

RADIO
BAND
AUTO PRESET

ご注意

• 録音を止めたあと、「TOC
EDIT」が点滅しているときは、

電源コンセントを抜いたり、本機を動かしたりし
ないでください。録音されないことがあります。

• 音量が大きすぎると、音とびの原因となることが
あります。

ちょっと一言

• 曲番を間違えたときは、NO•CANCELボタンを
押してから、ジョグダイヤルで曲を選び直しま
す。

• 録音済みのMDの内容を消して上書き録音するに
は、33ページをご覧ください。

• 時計を合わせてあると、録音日時が自動的に記録
されます（43ページ）。

• 録音中にディスク名、曲名を付けることができま
す。39、40ページをご覧ください。

• プログラムシンクロ録音は、高速録音できませ
ん。

CDから好きな曲を選んで録音する
（プログラムシンクロ録音）（つづき）
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録音を止める
MDxボタンを押す。

録音を一時停止する
MDuボタンを押す。もう一度押すと録音が
始まります。（リモコンでは、MDXボタンを
使います。）　

ご注意

• 録音を止めたあと、「TOC
EDIT」が点滅しているときは、

電源コンセントを抜いたり、本機を動かしたりし
ないでください。録音されないことがあります。

• 録音中は放送局を変えることはできません。一時
停止して変えてください。

• 音量が大きすぎると、音とびの原因となることが
あります。

ちょっと一言

• 録音済みのMDに上書き録音するには、33ページ
をご覧ください。

• 録音中に曲番を付けるには、付けたいところで
REC•REC MODEボタンを押します。

• 録音をしたあと曲番を付けるには「曲を2つに分
ける」（36ページ）をご覧ください。

• 放送局が記憶されている場合（24ページ）、MD
の曲名として、その放送局名が自動的に記録され
ます（50曲分まで）。

• ラジオ録音するときは、高速録音できません。

CDを録音する
曲番（頭出しマーク）は、CDと同じところに
自動的に付きます。また、録音を一時停止し
たところでも自動的に付きます。
不要な曲番が付いた場合、録音後に消してく
ださい（37ページ「2つの曲を1つにする」参
照）。

1 CDを入れる。

2 CDxボタンを押して、CDを操
作できる状態にする。

3 録音用MDを入れる。

4 REC•REC MODEボタン（リモ
コンではzボタン）を押す。
まだ録音は始まりません（録音待機状
態）。

5 MDuボタン（リモコンでは
MDNまたはXボタン）を押す。
録音してある部分の終わりから録音が
始まります。

6 CDuボタン（リモコンでは
CDNボタン）を押す。

録音を止める
MDxボタンを押す。

録音を一時停止する

MDuボタンを押す。もう一度押すと録音が
始まります。（リモコンでは、MDXボタンを
使います。）

ご注意

• 録音を止めたあと、「TOC
EDIT」が点滅しているときは、

電源コンセントを抜いたり、本機を動かしたりし
ないでください。録音されないことがあります。

• 音量が大きすぎると、音とびの原因となることが
あります。

ちょっと一言

• 録音済みのMDに上書き録音するには、33ページ
をご覧ください。

• 録音中に曲番を付けるには、付けたいところで
REC•REC MODEボタンを押します。

• 録音をしたあと曲番を付けるには「曲を2つに分
ける」（36ページ）をご覧ください。

• REC•REC MODEボタンでCDを録音するとき
は、高速録音できません。
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長時間録音する
（モノラル録音）

一枚のディスクに通常の録音時間の2倍録音
ができます。ただし音の臨場感は損なわれま
すので、目的に応じて選んでください。

REC
REC MODE

MDu

ジョグダイヤル

GAME (LINE)
LINE LEVEL

1 録音したい音源の準備をする。

音源 準備

CD CDを入れ、CDx

ボタンを押す。

RADIO（ラジオ）聞きたい局を受信する。

GAME (LINE) LINE IN端子につない
（外部入力） だ機器の電源を入れる。

GAME (LINE)•LINE
LEVELボタンを押して
「GAME (LINE)」を
表示させる。

2 録音用MDを入れる。

3 「Stereo REC」が点滅するまで
REC•REC MODEボタン（リモ
コンではzボタン）を押したまま
にする。

4 ジョグダイヤルを回して「Mono
REC」を点滅させ、YES•
ENTERボタンを押す。
まだ録音は始まりません（録音待機状
態）。

5 MDuボタン（リモコンでは
MDNまたはXボタン）を押す。
録音してある部分の終わりから録音が
始まります。

6 録音する音を出す。
CDを録音する場合は、CDuボタン
を押します。
つないだ機器の音を録音する場合は、

LINE IN端子につないだ機器の音を出
します。

録音を止める

MDxボタンを押す。

録音を一時停止する
MDuボタンを押す。もう一度押すと録音が
始まります。（リモコンでは、MDXボタンを
使います。）

ご注意

• 録音を止めたあと、「TOC
EDIT」が点滅しているときは、

電源コンセントを抜いたり、本機を動かしたりし
ないでください。録音されないことがあります。

• 録音中は放送局を変えることはできません。一時
停止して変えてください。

• 音量が大きすぎると、音とびの原因となることが
あります。



33MDに録音する

Ｍ
Ｄ
に
録
音
す
る

ちょっと一言

• 録音済みのMDに上書き録音するには、33ページ
をご覧ください。

• 録音中に曲番を付けるには、付けたいところで
REC•REC MODEボタンを押します。

• 録音をしたあと曲番を付けるには「曲を2つに分
ける」（36ページ）をご覧ください。

• 放送局が記憶されている場合（24ページ）、MD
の曲名として、その放送局名が自動的に記録され
ます（50曲分まで）。

• MDxボタンを押して録音を止めると、次の録音
からはステレオ録音に戻ります。

• ステレオで送られる音をモノラルで録音すると、
左右のチャンネルの音がミックスして録音されま
す。

• 本機でモノラル録音した内容は、他のモノラル再
生に対応していない機器では再生できません。

• モノラル録音のときは、高速録音できません。

録音済みのMDに録
音する
2つの方法があります。
• 録音済みの内容を消さずに、ディスクの残
り部分に録音する。

• 録音済みの内容を消して、上から録音する。

録音内容を消さずに追加録音する
録音済みのMDを入れ、録音を始めます
（10、28～33ページ参照）。自動的に録音済
み部分の後ろに録音されます。

録音できる残り時間が足りないときは
CDをまるごと録音する場合は、「CD>MD
OK?」が表示されます（13ページ）。ラジオ
やCDを一部録音する場合は、DISPLAYボタ
ンを押してMDの残り時間を確かめます。

録音内容を消して上書き録音する
録音内容をすべて消して初めから録音し
なおす
まず、MDの内容をすべて消します（35ペー
ジ参照）。そのあとは新しいMDと同じように
使えます。

録音内容の途中から消しながら録音する
1 MDを再生し、新しく録音を始めたいとこ
ろでMDuボタンを押して一時停止させ
る。

2 REC•REC MODEボタンを押して録音待
機状態にする。

3 録音する音を出す。
4 MDuボタンを押して録音を始める。

ご注意

録音内容の途中から録音した場合、新しい録音部分
が前の録音部分より短いと、新しい録音部分のあと
には、前の録音部分の残りが残ってしまいます。そ
れを繰り返すと細かい残り部分がたくさんできてし
まうので、録音内容が不要になったら、MDの内容
をすべて消してから（35ページ参照）、新たに使う
ことをおすすめします。
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MD編集

編集の前にお読みく
ださい
MDでは、曲番（頭出しマーク）で曲と曲を
区切っています。この曲番を追加したり、削
除して、録音した内容を編集していきます。
まず、録音のしかたや録音の状況による曲番
の付きかたの違いを確認してください。

曲番の付きかた

録音方法 曲番が付く位置

CDをまるごと録音 CDと同じところ
する（10ページ）

CDをREC•REC • CDと同じところ
MODEボタンで •録音を一時停止した
録音する（31ページ） ところ

•録音中、REC•
REC MODEボタン
を押したところ

ラジオや他の機器 •約2秒以上の無音か
から録音する（30、 または小さい音が
51ページ） 続いたとき

•録音を一時停止した
ところ

•録音中、REC•
REC MODEボタン
を押したところ

思ったところに曲番が付いていない場合に
は、編集をして直してください。

曲を消す（イレース機能）
録音した曲を瞬時に消したり、曲の中の不要
な部分だけを消すことができます。また、カ
セットテープのように消した部分が無音のま
ま残ることもありません。
曲を消す方法には3種類があります。
• 1曲ずつ消す
• 1枚のMDのすべての内容を消す
• 曲中の一部分を消す

1曲ずつ消す
1曲まるごと消せます。曲を消すと、次の曲
が順に繰り上がり、自動的に連続した曲番が
付きます。

1 消したい曲を再生する。

2 EDITボタンを繰り返し押して
「Track Erase」を表示させる。

3 YES•ENTERボタンを押す。
「Erase 003 OK?」が表示され、1曲リ
ピート再生になります。いったん消す
と元に戻りません。もう一度確認して
ください。

中止するときは

NO•CANCELボタンまたはMDxボタ
ンを押します。

EDIT

YES
ENTER

MDx
NO
CANCEL
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曲中の一部分を消す
「曲を2つに分ける」（36ページ）、「曲を消す」
（34ページ）、「2つの曲を1つにする」（37
ページ）の3つの機能を組み合わせて使い、1
曲中の一部分だけを消すことができます。
例）A曲の一部分を消します。

1 A曲を分ける。
ディバイド機能の「曲を2つに分ける」
を使って、消したい部分のはじめと終
わりの部分に曲番2、3をつけます
（36ページ）。

2 A-2曲を消す。
イーレス機能の「1曲ずつ消す」を使っ
て2を消します（34ページ）。

3 A-1曲とA-3曲をつなぐ。
コンバイン機能の「2つの曲を1つにす
る」を使って1と3をつなぎます
（37ページ）。

消す部分

曲番

4 YES•ENTERボタンを押す。
「Complete」が数秒間表示され、再生
中の曲が消えます。

ご注意

•「Protected」が表示されたら、そのディスクは
誤消去防止状態になっています（53ページ）。

• 編集後、「TOC EDIT」が点滅し
ているときは、電源コンセント

を抜いたり、本機を動かしたりしないでくださ
い。正しく記録されないことがあります。

1枚のMDのすべての内容を消す
一度に、MDの中の全曲と全曲名、ディスク
名を消すことができます。消したあとは新し
いMDと同じように使えます。

1 停止中、EDITボタンを繰り返し
押して「All Erase」を表示させ
る。

2 YES•ENTERボタン押す。
「All Erase OK?」が表示されます。
いったん消すと元に戻りません。もう
一度確認してください。

中止するときは
NO•CANCELボタンまたはMDxボタ
ンを押します。

3 YES•ENTERボタンを押す。
「TOC EDIT」が消えたあと、「Blank
Disc」が表示され、入れてあるMDの内
容がすべて消えます。
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EDIT

YES
ENTER

曲を2つに分ける
（ディバイド機能）

ラジオなどの録音では、正しく曲番が付かな
いことがあります。このため、1つの曲番の
なかに複数の曲が入ることがあります。これ
をいくつかの曲に分け、それぞれに頭出しの
ための曲番を付けることができます。分けた
曲以降の曲番は自動的に連続した曲番が付き
ます。

例）1つの曲番1にA、Bの2曲が入っていると
き

1 再生中、曲を分けたいところで
MDuボタンを押す。
再生一時停止状態になります。

2 EDITボタンを繰り返し押して
「Divide」を表示させる。

分ける

曲番
t

曲番2を付けて曲を2つに分ける

3 YES•ENTERボタンを押す。
「Divide OK?」が表示されます。

中止するときは

NO•CANCELボタンまたはMDxボタ
ンを押します。

4 YES•ENTERボタンを押す。
「Complete」が数秒間表示され、曲が
分かれます。分ける前に付いていた曲
名は、前の曲だけに付き、後の曲には
曲名が付きません。

ちょっと一言

• 一度分けた曲を元に戻すには「2つの曲を1つにす
る」（37ページ）をご覧ください。

• 録音中に曲を分けるには録音中、曲番を付けたい
ところでREC•REC MODEボタンを押します。

ご注意

•「Sorry」が表示されたらその曲を分けることはで
きません。

MDは何度も編集を繰り返すと分けられなくなる
ことがあります。これは、MDのシステム上の制
約（65ページ）で、故障ではありません。

• 編集後、「TOC EDIT」が点滅し
ているときは、電源コンセント

を抜いたり、本機を動かしたりしないでくださ
い。正しく記録されないことがあります。

MDu

NO
CANCEL
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3 YES•ENTERボタンを押す。
「Combine OK?」が表示され、再生一
時停止になります。

中止するときは

NO•CANCELボタンまたはMDxボタ
ンを押します。

4 YES•ENTERボタンを押す。
「Complete」が数秒間表示され、曲が
つながります。つないだ2曲両方に曲名
が付いている場合は後の曲名が消えま
す。

ご注意

•「Sorry」が表示されたら、その2曲はつなぐこと
ができません。

MDは何度も編集を繰り返すと、つなげなくなる
ことがあります。これはMDのシステム上の制約
（65ページ）で、故障ではありません。

•「Cannot Edit」が表示されたら、MDの1曲目で
コンバインされようとしています。コンバイン機
能は使えません。

• 編集後、「TOC EDIT」が点滅し
ているときは、電源コンセント

を抜いたり、本機を動かしたりしないでくださ
い。正しく記録されないことがあります。

2つの曲を1つにする
（コンバイン機能）

連続した2つの曲をつないで1曲にまとめるこ
とができます。何度も停止してコマ切れで録
音したものを1つにまとめたり、不要な曲番
を取ったりするときにお使いください。つな
いだ曲以降の曲番は、自動的に連続した曲番
が付きます。

例）B曲とC曲をつなぐ

1 つなぎたい曲を再生する。
例えばB曲とC曲をつなぐときは、C曲
を再生します。

2 EDITボタンを繰り返し押して
「Combine」を表示させる。

EDIT

YES
ENTER

MDx

NO
CANCEL

C曲の曲番を取り、B曲とC曲を
つなぐ

曲番
t

つなぐ
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曲を移動する
（ムーブ機能）

ある曲を好きな位置に移動して、曲順を変え
ることができます。移動後の曲番は、自動的
に連続した曲番が付きます。

EDIT

例）C曲を1曲目に移動する

1 移動させたい曲を再生する。

2 EDITボタンを繰り返し押して
「Track Move」を表示させる。

3 YES•ENTERボタンを押す。
「→Track 003?」が表示され、1曲リ
ピート再生になります。

ジョグ
ダイヤル

C曲を1曲目に移動する

移動する

曲番
t

YES
ENTER

NO
CANCELMDx

4 ジョグダイヤルを回して移動先の
曲番を表示させ、YES•ENTER
ボタンを押す。
「003→→→001?」が表示されます。

中止するときは

NO•CANCELボタンまたはMDxボタ
ンを押します。

5 YES•ENTERボタンを押す。
「Complete」が数秒間表示され、曲が
移動します。

ご注意

編集後、「TOC EDIT」が点滅して
いるときは、電源コンセントを抜

いたり、本機を動かしたりしないでください。正し
く記録されないことがあります。
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1 録音中にEDITボタンを押して
「Disc Name」または「Track
Name」を選びYES•ENTERボ
タンを押す。
ディスク名を付ける場合：
「Disc Name」
曲名を付ける場合：
「Track Name」

2 曲名を付ける場合は、ジョグダイ
ヤルを回してCDの曲番を選び、
YES•ENTERボタンを押す。
ディスク名を付ける場合は、手順
3へ進む。

3 ジョグダイヤルで文字を入力す
る。
ジョグダイヤルを左右に回して文字を
選び、kボタンでカーソルを右に移動
させます。

ジョグダイヤルのほかに使えるボタン
と機能は以下のとおりです。

ボタン 機能

DISPLAY カタカナtアルファベット大
文字tアルファベット小文字
t数字と記号の順に切り替わ
る。

K、k カーソルを左右に移動する。

DEL 文字を消す

4 手順3を繰り返し、名前を付け
る。

カーソル

録音中に付ける
CDから録音するとき、シンクロ録音（10
ページ）、プログラムシンクロ録音（29ペー
ジ）中にはディスク名や曲名が、REC IT録音
（28ページ）中には曲名のみが付けられます。

CDからのシンクロ録音、プログラムシ
ンクロ録音の場合
ディスク名や曲名をそれぞれ40文字まで付け
られます。曲名は25曲目まで記録できます。
26曲目以降は録音後に付けてください（40
ページ参照）。

ディスク名や曲名を付
ける（ネーム機能）
録音中または録音後に、ディスク名や曲名を
記録することができます。

1枚のディスクにはアルファベット/数字/記号
で最大約1700文字、カタカナ文字のみで最
大約800文字まで入力できます。

EDIT

YES
ENTER

ジョグ
ダイヤル

DISPLAY

MDx

NO
CANCEL

K、k

次のページへつづく

DEL
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ディスク名や曲名を付ける（ネーム機能）
（つづき）

5 名前を付け終わったら
YES•ENTERボタンを押す。
ディスク名または曲名が記録されま
す。

入力できる文字

• カタカナ
アイウエオ……ャュョッ ゛゜－’，/：

 （スペース）
• アルファベット大文字

ABCD……WXYZ －’，/：  （スペース）
• アルファベット小文字

abcd……wxyz －’，/：  （スペース）
• 数字・記号

0123456789!"#$%&()＊.；＜＝＞?@_` +
－’，/：  （スペース）

ご注意

編集後、「TOC EDIT」が点滅して
いるときは、電源コンセントを抜

いたり、本機を動かしたりしないでください。正し
く記録されないことがあります。

CDからのREC IT録音の場合
曲名のみ100文字まで記録できます。

1 録音中にEDITボタンを押す。
曲名入力表示になります。

2 39ページの手順3～4にしたがっ
て、名前を付ける。

3 名前を付け終わったら
YES•ENTERボタンを押す。
曲名が記録されます。

録音後に付ける
録音後にディスク名や曲名を付けるには、次
のように操作します。それぞれ100文字まで
付けられます。

1 ディスク名の場合：MDを入れて
停止状態にする。
曲名の場合：曲名を付けたい曲を
再生する。

2 EDITボタンを押して「Disc
Name」または「Track Name」
を選び、YES•ENTERボタンを
押す。
ディスク名を付ける場合：
「Disc Name」
曲名を付ける場合：
「Track Name」

3 39ページの手順3～4にしたがっ
て、名前を付ける。

4 名前を付け終わったら
YES•ENTERボタンを押す。
ディスク名または曲名が記録されます。

名前を変更する
手順1～2を行って、変更したいディスク名ま
たは曲名を表示させます。変更したい名前の
上から新しい名前を入力し、YES•ENTERボ
タンを押します。

ちょっと一言

すでにディスク名や曲名が記録されているMDのと
きは、文字入力時にディスク名や曲名が表示されま
す。必要があれば39ページの手順3～4にしたがっ
て名前を変更してから、YES•ENTERボタンを押
して確定してください。
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Ｍ
Ｄ
編
集

リモコンでの文字入力について
リモコンの数字／文字ボタンの各ボタンに文字が割り当てられ、ボタンを押すたびに以下の順
に文字が変わります。カタカナ入力とアルファベット・数字・記号入力を切り替えるには

DISPLAYボタンを押します。

リモコンのボタン カタカナ入力 アルファベット・数字・記号入力

1ア 1

2カABC

3サDEF

4タGHI

5ナJKL

6ハMNO

7マPQRS

8ヤTUV

9ラWXYZ

0/10ワヲン 0

>10 ゛゜ –––––––––––––––––––

記号
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サウンド効果を楽しむ

SOUND•MEGA BASSボタンを押す。
ボタンを押すごとに表示が切り換わります。
希望の音質を選んでください。

表示 音質

Sound Rock ロックなどに。
重低音と高音域を増強し、メ
リハリのきいた迫力のサウン
ドになります。

Sound Pop ポップスなどに。
中、高音域を強調し、軽やか
で明るい感じになります。

Sound Jazz ジャズなどに。
低音をはっきりさせ、ずっし
りとした音質になります。

Sound Vocal ボーカルを聞きたいときに。
中音域が強調され、ボーカル
をきわだたせます。

Sound Off クラシックなどに。
ダイナミックレンジの広い音
楽を聞くときに適しています。

Panorama Sound
SOUND
MEGA BASS

音質

好みの音質で聞く
音楽や聞きかたに合わせた音質の設定を5種
類の中から選べます。また重低音を強調する
ことができます。Panorama Soundボタン
を使えば、音が広がることにより、臨場感の
ある音を楽しむことができます。

迫力ある重低音を楽しむ
1「MEGA BASS」表示が表示されるまで

SOUND•MEGA BASSボタンを押す。
2 もう一度SOUND•MEGA BASSボタンを
押して、「MEGA BASS On」を選ぶ。
表示窓に「MEGA BASS」表示が出ます。

通常の音に戻すには、もう一度

SOUND•MEGA BASSボタンを押して
「MEGA BASS Off」を選びます。

臨場感のある音を楽しむ

Panorama Soundボタンを押す。
ボタンを押すごとに表示が切り換わります。
希望の音質を選んでください。

CD、MD、ラジオのとき

表示 音質

Panorama:Live より臨場感あふれるサウン
ドになります。

Panorama 心地よく広がるサウンドに
なります。

Panorama:Off 通常の音に戻ります。

GAME（LINE）（外部入力）のとき

表示 音質

Panorama:Game LINE IN端子につないだ
ゲーム機などの音がより臨
場感あふれるサウンドにな
ります。

Panorama 心地よく広がるサウンドに
なります。

Panorama:Off 通常の音に戻ります。

ご注意

i端子からの出力には、Panorama Sound機能は
働きません。
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タイマー

時計を合わせる
本機の時計表示は、時計を合わせるまで
「– –:– –」のままです。
時計を合わせておくと、録音したとき、
自動的に録音日時が記録されます
（12、28、30ページ）。

1 西暦年の数字が点滅するまで、
CLOCK/SLEEP/TIMERボタン
を押したままにする。

2 年月日を合わせる。
例）2001年2月14日の場合
1 ジョグダイヤルを回して「年」を合
わせ、YES•ENTERボタンを押す。

2 ジョグダイヤルを回して「月」を合
わせ、YES•ENTERボタンを押す。

CLOCK/SLEEP/TIMER

YES
ENTER

ジョグ
ダイヤル

3 ジョグダイヤルを回して「日」を合
わせ、YES•ENTERボタンを押す。

3 時刻を合わせる。
1 ジョグダイヤルを回して「時」を合
わせ、YES•ENTERボタンを押す。

2 ジョグダイヤルを回して「分」を合
わせる。

4 YES• ENTERボタンを押す。
00秒から時計が動きます。

ちょっと一言

• 本機の時計は12時間表示です。
真夜中 : 「AM12:00」
正午    : 「PM12:00」

• 秒まで正確に合わせるには、時報サービス（117
番）をご利用になると便利です。

時計表示を出す

CLOCK/SLEEP/TIMERボタンを押します。もう
一度押すと年月日表示になります。元の表示に戻す
には、NO•CANCELボタンを押します。電源が切
れているときは、時計表示が表示されます。

NO
CANCEL
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表示窓に「TIMER」が出ていたら、
STANDBYボタンを押して消します。

1 聞きたい音源の準備をする。

音源 準備

MD MDを入れる。

CD CDを入れる。

RADIO（ラジオ）聞きたい局を受信する。

GAME (LINE) LINE IN端子につない
（外部入力） だ機器の電源を入れる。

2 CLOCK/SLEEP/TIMERボタン
を押して「Timer Set」を表示さ
せ、YES•ENTERボタンを押
す。
「TIMER」が点滅します。
このあと、表示窓で確認しながら設定
していきます。

ジョグ
ダイヤル

YES
ENTER

音楽で目覚める
タイマー機能を使って、好きなCDやMD、
ラジオ番組を目覚まし代わりにすることがで
きます。本機の時計合わせを行ってから操作
してください（43ページ参照）。

3 ジョグダイヤルを回して「Play」
を表示させ、YES•ENTERボタ
ンを押す。
「MD」「CD」「RADIO」「LINE」のいず
れかが点滅します。

4 ジョグダイヤルを回して聞きたい
音源（「MD」、「CD」、
「RADIO」、「LINE」）を表示さ
せ、YES•ENTERボタンを押
す。

5 再生を始める時刻を設定する。
1 ジョグダイヤルを回して「時」を合
わせ、YES•ENTERボタンを押す。

2 ジョグダイヤルを回して「分」を合
わせ、YES•ENTERボタンを押す。

6 同じように再生を止める時刻を設
定する。

7 ジョグダイヤルを回して希望の音
量を表示させ、YES•ENTERボ
タンを押す。

8 STANDBYボタンを押す。
「TIMER」が表示され予約待機状態にな
ります。設定した時刻になると自動的
に再生が始まり、終了時刻になると電
源が切れ、再び予約待機状態に戻りま
す。

CLOCK/SLEEP/TIMER

STANDBY

NO
CANCEL
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予約した内容を確かめたり、変更する
CLOCK/SLEEP/TIMERボタンを押して
「Timer Set」を表示させてから、YES•
ENTERボタンを押します。押すたびに設定
した順に予約内容が表示されます。変更した
い場合は、その内容を表示させてそこから設
定をやり直します。

予約したあとでラジオなどを聞く
電源を入れれば、通常の操作ができます。
（ラジオの場合44ページの手順1で受信した
局とは別の局を聞くと、予約した時刻には、
別の局が始まります。）予約した時刻になる
前に電源を切ります。

タイマー再生を途中で止める

POWERボタンを押して電源を切ります。

ご注意

• 目覚ましタイマーとラジオの留守録音（46ペー
ジ）は同時に予約できません。

• LINE IN端子につないだ機器の音を聞くときは、
つないだ機器の取扱説明書もご覧ください。

ちょっと一言

• 設定を間違えたときは、NO•CANCELボタンを
押します。最後に設定した内容が消えますので設
定し直してください。

• 予約待機状態を取り消すには、STANDBYボタン
を押して、表示窓の「TIMER」を消します。

• 予約内容は別の設定をしない限り保持されます。
• はタイマーで動作中であることを示す表示で
す。

音楽を聞きながら眠
る（スリープ機能）

指定した時間がたつと、自動的に電源が切れ
ます。時間は10分、20分、30分、60分、
90分、120分の中から選べます。音楽を聞き
ながら安心してお休みになれます。

CLOCK/SLEEP/TIMER

1 聞きたい音楽の演奏を始める。

2 CLOCK/SLEEP/TIMERボタン
を押して、「Sleep Set」を表示さ
せ、YES•ENTERボタンを押す。

3 ジョグダイヤルを回して時間
（分）を選ぶ。
「60」t「90」t「120」t「Off」t

「10」t「20」t「30」と変わります。

ジョクダイヤルを回してから約8秒間そ
のままにすると、そのとき表示されて
いる時間に設定されます。
指定した時間がたつと、自動的に電源
が切れます。

ジョグ
ダイヤル

YES
ENTER

次のページへつづく
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表示窓に「TIMER」が出ていたら、
STANDBYボタンを押して消します。

1 録音したい放送局を受信し、録音
用MDを入れる。

2 CLOCK/SLEEP/TIMERボタン
を押して、「Timer Set」を表示
させ、YES•ENTERボタンを押
す。
このあと、表示窓で確認しながら設定
していきます。

留守中にラジオを録
音する
留守中や深夜など、その場で録音できない
ときにタイマーを使って録音できます。

LINE IN端子につないだ機器からも録音
できます。
本機の時計合わせを行ってから操作して
ください（43ページ参照）。

スリープ機能を途中で止める
1 CLOCK/SLEEP/TIMERボタンを押して
「Sleep Set」を表示させ、YES•ENTER
ボタンを押す。

2 ジョグダイヤルを回して「Off」を選ぶ。

スリープ時間を変更する
手順2からやリ直してください。

ちょっと一言

• 目覚ましタイマーとスリープ機能を組み合わせて
使うことができます。このときは、先に目覚まし
タイマーを予約待機状態にしてから（44ページ参
照）、電源を入れスリープ機能を働かせます。

• 目覚ましタイマーとスリープ機能で違う音楽を聞
くことができます。ただし、ラジオでは別の局を
設定することはできません。

• 目覚ましタイマーとスリープ機能で違う音量を設
定できます。たとえば、小さい音量で眠り、大き
な音量で目覚めることができます。

ジョグ
ダイヤル

YES
ENTER

CLOCK/SLEEP/TIMER

STANDBY

音楽を聞きながら眠る（スリープ機能）
（つづき）

NO
CANCEL
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3 ジョグダイヤルを回して
「Stereo REC」または「Mono
REC」を点滅させ、YES•
ENTERボタンを押す。

4 ジョグダイヤルを回して
「RADIOpMD」を表示させ、
YES•ENTERボタンを押す。
LINE IN端子につないだ機器から録音
するときは、「LINEpMD」を表示さ
せ、YES•ENTERボタンを押します。

5 録音を始める時刻を設定する。
1 ジョグダイヤルを回して「時」を合
わせ、YES•ENTERボタンを押す。

2 ジョグダイヤルを回して「分」を合
わせ、YES•ENTERボタンを押す。

6 同じように録音を止める時刻を設
定する。

7 ジョグダイヤルを回して希望の音
量を表示させ、YES•ENTERボ
タンを押す。

8 STANDBYボタンを押す。
「TIMER」が表示され予約待機状態にな
ります。
設定した時刻になると自動的に録音が
始まり、終了時刻になると電源が切れ、
再び予約待機状態に戻ります。

予約した内容を確かめたり、変更する
CLOCK/SLEEP/TIMERボタンを押して
「Timer Set」を表示させてから、YES•
ENTERボタンを押します。押すたびに設定
した順に予約内容が表示されます。変更した
い場合は、その内容を表示させてそこから設
定をやり直します。

予約したあとでラジオなどを聞く
電源を入れれば、通常の操作ができます。
（ラジオの場合46ページの手順1で受信した
局とは別の局を聞くと、予約した時刻には、
別の局が始まります。）予約した時刻になる
前に電源を切ります。

タイマー録音を途中で止める

POWERボタンを押して電源を切ります。

ご注意

• ラジオの留守録音と目覚ましタイマー（44ペー
ジ）は同時に予約できません。

• LINE IN端子につないだ機器から録音するとき
は、つないだ機器の取扱説明書もご覧ください。

ちょっと一言

• 設定を間違えたときは、NO•CANCELボタンを
押します。最後に設定した内容が消えますので設
定し直してください。

• 予約待機状態を取り消すには、STANDBYボタン
を押して、表示窓の「TIMER」を消します。

• 予約内容は別の設定をしない限り保持されます。
• はタイマーで動作中であることを示す表示で
す。
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1メモリー用乾電池を入れる
停電時に内蔵タイマーや放送局の記憶
内容を保つためには、メモリー用乾電
池を入れてお使いください。

3 壁のコンセントへ

AC IN

2 AM ANTENNA端子

1 メモリー用乾電池収納部

AMループアンテナ

単3形乾電池3個
（別売り）

乾電池の交換について
乾電池は約1年もちます。
1年をめやすに乾電池をすべて新しいものと
交換してください。

ご注意

電源コードを抜いたり乾電池を取り出す前に、必
ず電源を切ってください。

（裏面）

準備

接続する
コードは下の手順の通り、しっかり差し込んでください。間違った接続は誤動作の原因になり
ます。電源コードは必ず最後に接続してください。
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単3形乾電池2個（付属）

2アンテナを接続する
1 AMループアンテナのコードの先の
被覆を取り除き、導線部分をねじ
る。

2 導線部分をAM ANTENNA端子につ
なぐ。

AMループアンテナを組み立てるには

ご注意

AMループアンテナはできるだけ本体から離してく
ださい。雑音の原因になります。

AMループアンテナ（付属）
受信状態の良い方向へ向ける

リモコン裏面

3電源コードを接続する
本機のAC INジャックに差し込んだあ
と、壁のコンセントへ差し込んでくだ
さい。

デモンストレーションについて
電源コードを接続してから約10秒たつとデモ
ンストレーションモードになり、
「Demonstration Mode」などの表示が現れ
ます。
電源を入れて約1分間何も操作しない場合も
デモンストレーションモードに入ります。
デモンストレーションモードをやめるには、
本機の時計合わせを行ってください（43ペー
ジ）。または、NO•CANCELボタンを約2秒
間押してください。

ちょっと一言

電源コードの極性（コンセントにプラグを差し込む
向き）により音質が微妙に変わることがあります。
好みの向きでお使いください。

4 リモコンに乾電池を入れる

乾電池の交換について
乾電池が消耗してくると、リモコンで操作で
きる距離が短くなります。乾電池をすべて新
しいものと交換してください。ふつうの使い
かたで約6か月もちます。

次のページへつづく



50 準備

AM放送の受信状態を良くする
6～15mのビニール線（市販）をつなぎま
す。窓際や屋外になるべく水平に張ると効果
的です。付属のAMループアンテナをはずす
必要はありません。

ご注意

市販のビニール線を屋外に張ったときは、雷による
危険を防ぐためにU表示のある端子にアースをつな
いでください。
市販のビニール線をU表示のある端子につなぎ、も
う一方の端を銅製の金属棒につないで地中に埋めま
す。または鋼管製の水道管につなぎます。ガス管に
つなぐのは危険です。絶対にやめましょう。

アース
ビニール線
（市販）

表示窓のコントラスト
を調節する
表示窓のコントラストをお好みに合わせて調
節できます。

DISPLAY

1 電源を切った状態でDISPLAYボ
タンを約2秒間押す。
「Contrast」の表示が出ます。

2 ジョグダイヤルを回してコントラ
ストを調節する。
コントラストの強弱を–7～+7の範囲で
調節できます。

接続する（つづき）
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LINE IN

ゲーム機など他の機
器をつないで使う
ゲーム機やテレビなどの音を本機のスピー
カーで聞くことができます。
他の機器と接続するときは電源を切ってくだ
さい。詳しくは、接続する機器の取扱説明書
をご覧ください。

ゲーム機の音を聞く

ゲーム機 LINE INへ

オーディオ
接続コード（付属）

テレビ、
モニター

GAME (LINE)
LINE LEVEL Panorama Sound

AV接続コード（付属）

ゲーム機専用コード
（ゲーム機付属）

本体前面

AUDIO
OUTへ

VIDEO IN、
AUDIO INへ

ご注意

付属のオーディオ接続コードがAV接続コードにつ
ながれているときは、テレビやモニターからの音は
聞こえません。

テレビやビデオの音を聞く

接続が終わったら、電源を入れGAME
(LINE)•LINE LEVELボタンを押して
「GAME (LINE)」を表示させます。

ご注意

接続コードはしっかり差し込んでください。誤動作
の原因になります。

つないだ機器の音を録音する
1 録音用MDを入れる。
2 GAME (LINE)•LINE LEVELボタンを押
して「GAME (LINE)」を表示させる。

3 REC•REC MODEボタンを押す。
まだ録音は始まりません（録音待機状態）。

4 MDuボタンを押す。
録音が始まります。

5 LINE IN端子につないだ機器の音を出す。

ちょっと一言

MDに録音中、約2秒無音状態が続くと、曲番（頭出
しマーク）が自動的に付きます。

つないだ機器の音が大きすぎるとき

GAME (LINE)•LINE LEVELボタンを繰り
返し押して、「Level : High」を表示させて
ください（通常は「Level: Normal」）。
または、つないだ機器の音量を小さくしてく
ださい。

1 付属のAV接続コードを使って、ゲーム機
とテレビまたはモニターをつなぐ。

2 付属のオーディオ接続コードを、AV接続
コードと本機のLINE IN端子につなぐ。

3 GAME (LINE)•LINE LEVELボタンを押
して「GAME (LINE)」を表示させる。

4 ゲーム機の操作を開始する。
5 Panorama Soundボタンを押して希望の
音質を選ぶ（42ページ参照）。

SOUND
MEGA BASS

テレビ、
ビデオ
など

ライン出力へ

ヘッドホン端子へ

RK-G129（別売り）
など

オーディオ接続
コード（付属）

LINE INへ

本体前面
テレビ、
ビデオ
など
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CDのお手入れのしかた
• 指紋やほこりによるCDの汚れは、音質低下の原
因になります。いつもきれいにしておきましょ
う。

• ふだんのお手入れは、柔らかい布でCDの中心か
ら外の方向へ軽く拭きます。

• 汚れがひどいときは、水で少し湿らせた布で拭い
たあと、さらに乾いた布で水気を拭き取ってくだ
さい。

• ベンジンやレコードクリーナー、静電気防止剤な
どは、CDを傷めることがありますので、使わな
いでください。

レンズのクリーニング

汚れた手でレンズに触れてしまったり、レンズの汚
れが原因で音とびが起きたり、演奏できなくなった
ときは、別売りのクリーニングキットを使って、レ
ンズをクリーニングしてください。

その他

使用上のご注意
取り扱いについて

• 持ち運びの際は、取っ手をしっかり持ってくださ
い。みぞに指を入れて持つと、爪などを傷めるこ
とがあります。

• CDぶたを開けたまま放置しないでください。内
部にゴミやほこりが入り、故障の原因になること
があります。

• 本機を他の機器とつないで使う際は、接続コード
類に足などを引っ掛けないようご注意ください。

• 本機のスピーカーには強力な磁石を使っていま
す。次のようなものは本機のそばに置かないでく
ださい。磁気が変化して不具合がおきることがあ
ります。

– 時計
– クレジットカードなどの磁気カード
– カセットテープ、ビデオテープなどの磁気テー
プ

また、本機をテレビの近くにはおかないでくださ
い。テレビの画像が乱れることがあります。

本体のお手入れのしかた

水やぬるま湯を少し含ませた柔らかい布で軽く拭い
たあと、から拭きします。
シンナー、ベンジン、アルコールなどは表面を傷め
ますので使わないでください。

CDの取り扱いかた
• 文字の書かれていない面（演奏面）に触れないよ
うに持ちます。

• 紙などを貼ったり、傷つけたりしないでくださ
い。

• 長時間演奏しないときは、ケースに入れて保存し
てください。ケースに入れずに重ねて置いたり、
ななめに立てかけておくとそりの原因になりま
す。

• 本機では円形ディスクのみお使いいただけます。
円形以外の特殊な形状（星形、ハート型など）を
したディスクを使用すると、本機の故障の原因と
なることがあります。

レンズ
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MDの取り扱いかた
MDはカートリッジに収納され、ゴミや指紋を気に
せず手軽に取り扱えるようになっています。ただ
し、カートリッジの汚れやそりなどが誤動作の原因
になることもあります。いつまでも美しい音で楽し
めるように次のことをご注意ください。

内部のディスクに直接触れないでください

シャッターを無理に開けようとすると、こわれるこ
とがあります。シャッターが開いてしまった場合は
すぐに閉めてください。

ラベルは所定の場所に貼ってください

MDに付属のラベルは、シャッターの周りなど所定
以外の場所には貼らないでください。必ずラベル用
のくぼみに貼ってください。

MDのお手入れのしかた
定期的にカートリッジ表面についたほこりやゴミを
乾いた布で拭き取ってください。

録音内容を間違って消さないために

誤消去防止つまみをずらして、孔の開いた状態にし
ます。
再び録音するときは、つまみを元に戻します。

MD裏面

誤消去防止つまみ

孔を開く

シャッター カートリッジ
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故障かな?と思ったら
修理に出す前に、もう一度次の点検をしてください。

共　通

症状

音が出ない。

テレビに色むらが起こる。

表示窓にいろいろな表示が次々と
出てくる。

雑音が入る。

ＣＤ部

症状

再生が始まらない。

CDが入っているのに「No Disc」が
表示される。

音がとぶ。
雑音が入る

チェック項目

• POWERボタンを押して電源を入れる。
• 電源コードをコンセントにしっかり差し込む。
• 音量を調節する。
• スピーカーで聞くときは、ヘッドホンをi端子から抜く。
•「TOC Reading」が消えるまで待つ。

• 本機をテレビから離す。

• デモンストレーションモードになっている。
c 時計合わせをする、またはNO•CANCELボタンを約2秒
間押して、デモンストレーションモードをやめる。

• 近くで携帯電話などの電波を発する機器を使用している。
c 携帯電話などを本機から離して使用する。

チェック項目

• CDぶたが閉まっていることを確認する。

• CDが裏返し。
c 文字のある面を上にする。

• CDの汚れがひどい。
c クリーニングする。（52ページ）

• レンズに露（水滴）がついている。
c CDを取り出してCDぶたを開けたまま1時間くらい置く。

• 本機ではCD-RWを再生できません。

• CDによっては音がとぶことがあります。音量を下げてくだ
さい。

• CDの汚れがひどい。
c クリーニングする。（52ページ）

• CDに傷がある。
c CDを取り換える。

• 振動のない場所に置く。
• パソコンなどで記録したCD（CD-Rなど）は、音がとんだり
雑音が入ることがあります。
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ＭＤ部

症状

MDが途中で取り出せない。

「Disc Error」が表示され、
操作を受け付けない。

再生経過時間や残り時間が
「– – –:– –」と表示される。

再生できない。

録音できない。

高速録音できない。

録音した音がとぶ。

高速録音したはずの曲が
録音できていない。

チェック項目

• いったんMDを押し込んでからZボタンを押して取り出す。

• MDが汚れているか損傷している。
c 新しいMDと交換する。

• 本機は159分59秒までしか表示できません。それより長い時間
の場合は「– – –:– –」が表示されます。

• 内部のレンズに露（水滴）がついている。
c MDを取り出して数時間置く。

• MDを入れる方向が違う。
c MDを矢印の向きに入れる。

• 何も録音されていないMDが入っている。
c 録音済みのMDと交換する。

• MDが誤消去防止状態になっている。（「Protected」が表示され
ている）
c MDの誤消去防止つまみを戻して穴を閉じる。

• その曲が誤消去防止状態になっている。（「Trk Protect」が表示
されている）
c 誤消去防止状態にしたMDレコーダーで解除する。

• 音源と正しく接続されていない。
c 接続し直す。

• 再生専用MDが入っている。（「PB DISC」が表示されている）
c 録音用MDと交換する。

• MDの録音できる残り時間が足りない。
c 不要な曲を消すか、別のMDと交換する。

• 録音中や「TOC EDIT」表示中に停電があった、または電源コー
ドが抜かれた。
c 初めから録音し直す。

• 一度高速録音した曲は、その後74分間は高速録音できません。
• MDの録音できる残り時間が1曲分ないため、高速録音はでき
ません。

• 録音したときの音量が大きかった。
c 音量を下げて録音する。

• 曲の途中で録音を止めると、その曲は録音していないことにな
ります。

次のページへつづく
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ラジオ部

症状

雑音が入る。

FM受信時、ステレオにならない。

AM放送を受信できない

タイマー（時計）部

症状

タイマーが働かない。

リモコン

症状

リモコンで操作ができない。

チェック項目

• FMステレオ放送を受信しているときは、受信状態によっては
雑音が多くなります。（17ページ）

• テレビの近くでAM放送を受信すると、AM放送に雑音が入る
ことがあります。また、室内アンテナを使用しているテレビ
の近くで、本機でFM放送を聞くと、テレビの画像が乱れるこ
とがあります。このようなときは、本機をテレビから離して
ください。

• AM放送受信時にリモコンで操作すると、雑音が入ることがあ
ります。

• このラジオ（チューナー）のテレビ音声回路はFM放送の受信回
路と兼用になっています。このため一部の地域ではテレビ2ま
たは3チャンネルの音声を受信中、FM放送が混じって聞こえ
ることがあります。その場合にはお近くのサービス窓口にご
相談ください。

• AMループアンテナを本体の近くに置いて使うと雑音が入るこ
とがあります。特に録音のときに入りやすいので、アンテナ
を本体から離してください。

• MODEボタンを押して、「Stereo」を表示させる。（17ページ）
• ステレオ放送のときのみステレオで聞くことができます。

• AMループアンテナを正しく接続する。（49ページ）

チェック項目

• 時計を正しい時刻に合わせる。（43ページ）
• 停電があった。
•「TIMER」表示が出ていることを確認する。
• タイマーの開始時刻と終了時刻が同じになっている。

c 設定時刻を合わせ直す。

チェック項目

• リモコンの電池が消耗していたら、新しいものと交換する。
（49ページ）

• リモコンを本体へ向けて操作する。
• 本体とリモコンの間に障害物があったら、取り除く。
• 本体リモコン受光部に強い光（直射日光や高周波点灯の蛍光灯
など）が当たっていたら、当たらないようにする。

故障かな?と思ったら（つづき）
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本機はマイコンを使用し、各連係動作を行っ
ています。そのため、電源事情その他によ
り、動作が不安定になることがあります。上
記のチェック項目を確認しても動作が正常で
ないときは、一度電源コードをコンセントか
ら抜いて、約20秒後に再度差し込んでくださ
い。それでも正常でないときは、MODEボ
タン、NO•CANCELボタン、YES•　
ENTERボタンの3つを順に押し、3つのボタ
ンを押したままにしてください。（時計やタ
イマーがお買い上げ時の設定になりますの
で、必要に応じて設定し直してください）。
それでもまだ正しく動かないときは、お買い
上げ店またはソニーサービス窓口にご連絡く
ださい。
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エラーメッセージ一覧
本機を使用中、状況によって英語のメッセージを表示します。意味は以下の通りです。

メッセージ 意味

Blank Disc 何も録音されていない録音用MDが入っている。

Cannot Edit MDの1曲目でコンバイン機能を使おうとした。

Disc Error 異常なMD（損傷している、録音や編集の内容などの情報が入っていない）が入っ
ている。

Disc Full MDの残り時間が少ないため、録音できない。曲がいっぱいでこれ以上録音、編
集できない。「MDのシステム上の制約について」（65ペ－ジ）

Error プログラム再生で21曲プログラムしようとした。プログラムは20曲までできる。
CDのシャッフル再生をシンクロ録音することはできません。
時計合わせをしていないのに、タイマー機能のSTANDBYボタンを押した。

Name Full 記憶済みの曲名、ディスク名がいっぱいで入力できない。曲名やディスク名は
それぞれ100文字まで入力できる。1枚のディスクには、アルファベット/数字/
記号で最大約1700文字、カタカナのみで最大約800文字まで入力できる。

No Disc MDまたはCDが入っていない。

No MD MDが入っていない。（シンクロ録音などの場合）

PB Disc 再生専用ディスクが入っている。

Protected MDが誤消去防止状態になっている。

Sorry MDのシステム上の制約により、編集することはできません。（65ページ）

Trk Protect 他のMDレコーダーでトラックプロテクト（曲の誤消去、編集防止機能）をかけた
曲を録音や編集しようとした。



その他 59

主な仕様
CDプレーヤー部
型式 コンパクトディスクデジタル

オーディオシステム
チャンネル数 2チャンネル
ワウフラッター 測定限界以下（EIAJ*）
周波数特性 20～20,000Hz+1/－2dB

（EIAJ）

ラジオ部
受信周波数 FM/TV（1、2、3CH）:

76～108MHz
AM: 531～1,629kHz

アンテナ FM/TV: ロッドアンテナ
AM: AMループアンテナ

MDプレーヤー部
型式 ミニディスクデジタル

オーディオシステム
ディスク ミニディスク
記録方式 磁界変調オーバーライト方式
再生読み取り方式 非接触光学読み取り（半導体

レーザー使用）
レーザー 半導体レーザー

（λ＝785nm）
録音再生時間 ステレオ録音時：最大80分

（MDW-80使用時）
モノラル録音時：最大160分
（MDW-80使用時）

回転数 約400rpm～900rpm（CLV）
エラー訂正方式 アドバンスド　

クロスインターリーブ　
リード　
ソロモンコード（ACIRC）

サンプリング周波数 44.1kHz
コーディング アダプティブ

トランスフォーム
アコースティックコーディン
グ（ATRAC）

変調方式 EFM
チャンネル数 ステレオ2チャンネル
周波数特性 20～20,000Hz+1/－2dB
ワウフラッター 測定限界以下

共通部
入力端子 LINE IN（ステレオミニ

ジャック）1個
最小入力レベル　

436mV/870mV
出力端子 ヘッドホン（ステレオミニ

ジャック）1個
負荷インピーダンス

16～68Ω
実用最大出力 フルレンジ:

4W＋4W （EIAJ*/4Ω）
パノラマサウンド:
1.7W＋1.7W （EIAJ*/12Ω）

スピーカー フルレンジ: 8cm、
コーン型　4Ω、2個
パノラマサウンド: 5cm
コーン型　12Ω、2個

電源 本体
家庭用電源（AC100V
50/60Hz）

メモリー用
単3形乾電池　3個使用
（DC4.5V）
リモコン部
単3形乾電池　2個使用
（DC3V）

消費電力 28W
最大外形寸法 約475×165.5×249mm

（幅×高さ×奥行き）
（最大突起部を含む）（EIAJ）

質量 約4.6kg
付属品 リモコン (1)

リモコン用単3形乾電池 (2)
AMループアンテナ (1)
電源コード (1)
AV接続コード (1)
オーディオ接続コード (1)
取扱説明書・保証書 (1)
ソニーご相談窓口のご案内 (1)

次のページへつづく
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保証書とアフターサー
ビス
保証書
所定事項の記入および記載内容をお確かめのうえ、
大切に保存してください。
保証期間は、お買い上げ日より1年間です。

アフターサービス
調子が悪いときはまずチェックを

この説明書をもう一度ご覧になってお調べくださ
い。

それでも具合の悪いときはサービスへ

お買い上げ店、または添付の「ソニーご相談窓口の
ご案内」にあるお近くのソニーサービス窓口にご相
談ください。

保証期間中の修理は

保証書の記載内容に基づいて修理させていただきま
す。詳しくは保証書をご覧ください。

保証期間経過後の修理は

修理によって機能が維持できる場合は、ご要望によ
り有料で修理させていただきます。

部品の保有期間について

当社ではパーソナルミニディスクシステムの補修用
性能部品（製品の機能を維持するために必要な部
品）を、製造打ち切り後最低6年間保有していま
す。この部品保有期間を修理可能の期間とさせてい
ただきます。保有期間が経過した後も、故障箇所に
よっては修理可能の場合がありますので、お買い上
げ店か、サービス窓口にご相談ください。なお、補
修用性能部品の保有期間は通商産業省の指導にもよ
るものです。

別売りアクセサリー
ステレオヘッドホン　

MDR-CD380、MDR-D55
MDR-IF520RK

オーディオ接続コード

RK-G129
MDファイリングボックス

CK-MD10

本機は、ドルビーラボラトリーズの米国及び外
国特許に基づく許諾製品です。

本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更
することがありますが、ご了承ください。

* EIAJ（日本電子機器工業会）規格による測定値で
す。

主な仕様（つづき）
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各部のなまえ
本体前面：MD/CD/ラジオ部

くわしい説明は（　）内のページをご覧ください。

0 MD操作ボタン
u（再生／一時停止）(14、15、30～
32)
x（停止）(12、15)

qa MD挿入部(10、14)

qs Z （MD取り出し）ボタン(15)

qd

エディット

EDITボタン(34～40)

1

ラジオ バンド オート プリセット

RADIO BAND•AUTO PRESETボタン
(16、24)

2 CD操作ボタン
u（再生／一時停止）(8、9)
x（停止）(9、11、12)

3

ハイ スピード

HIGH SPEED ボタンとランプ
(11、28)

4

シンクロ レコーディング

SYNCHRO REC CDNMDボタン
(11、28、29)

5 REC•REC MODE（録音・録音モード）
(30～32)

6

モード

MODEボタン(17、20～22)

7 CDぶた(8)

8

プッシュ オープン　クローズ

Z PUSH OPEN/CLOSE(8)

9
チューン

TUNE＋、M（サーチ）、k
チューン

TUNE－、m（サーチ）、K

ボタン(16、19、24)

次のページへつづく
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各部のなまえ（つづき）

本体前面：タイマー•共通部

qf

ゲーム ライン ライン レベル

GAME（LINE）•LINE LEVELボタン
(51)

qg

パワー

POWER（電源）ボタン
(9、12、15、17)

qh

スタンバイ

STANDBYボタン(44、47)

qj

サウンド メガ ベース

SOUND•MEGA BASSボタン(42)

qk

パノラマ サウンド

Panorama Soundボタンとランプ
(42、51)

ql

ボリューム

VOLUME（音量）–、+ボタン(9、15、
17)

w; ジョグダイヤル(9、15、22、27、29、
32、38、39、43、44、46、47)

wa

ライン イン

LINE IN（外部入力）端子(51)

ws i（ヘッドホン）端子（ステレオミニ
ジャック）

wd

ディスプレイ

DISPLAY（表示切り換え）ボタン
(18、27、39、50)

wf

ノー キャンセル

NO•CANCEL（取消し）ボタン(13、
23、34、36～38、45、47)

wg リモコン受光部

wh

イエス エンター

YES•ENTER（決定）ボタン(13、22、
24、34、36～40、43～47)

wj

クロック スリープ タイマー デリート

CLOCK/SLEEP/TIMER•DELボタン
(25、39、43～47)
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本体後面

wk

アンテナ

AM ANTENNA端子(49、50)

wl

テレビ

FM/TV（1-3CH）用ロッドアンテナ(17)

e; メモリー用乾電池収納部(48)

ea ～AC INジャック(49)

次のページへつづく
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リモコン

9 MD操作ボタン
N（再生）(14、30～32)
X（一時停止）(15、30～32)
x（停止）(12、15)
z（録音）(30～32)

0 CD操作ボタン
N（再生）(8)
X（一時停止）(9)
x（停止）(9、11、12)

qa ラジオ操作ボタン
バンド

BAND(16、24)
チューン

TUNE－、＋(16、24)

qs

パワー

POWER（電源）ボタン(9、12、15、
17)

qd

ボリューム

VOL（音量）+、–ボタン(9、15、17)

qf .、> （AMS（選曲）/サーチ）
ボタン(9、19)
>、.（戻し／送り）ボタン(39)1

パノラマ サウンド

Panorama Soundボタン(42、51)

2

ディスプレイ

カナ/英数•DISPLAYボタン(18、39、
41、50)

3 数字/文字ボタン(19、20、41)

4

モード

MODEボタン(17、20～22)

5

ノー キャンセル

NO•CANCELボタン(13、23、34、
36～38、45、47)

6

イエス エンター

YES•ENTERボタン(13、22、24、
34、36～40、43～47)

7

エディット

EDITボタン(34～40)

8

サウンド メガ ベース

SOUND•MEGA BASSボタン(42)

各部のなまえ（つづき）
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ミニディスクとは？
構造
直径64mmのディスクを68×72mm、厚さ
5mmのカートリッジに収め、コンパクトな
上に傷などを気にしなくてすむ手軽さを実現
しています。

長時間録音
新開発の音声圧縮技術「ATRAC：Adaptive
TRansform Coding」を採用。このサイズ
でCDと同じ時間の録音を可能にしました。
聴覚心理学に基づいて人の耳には聴こえない
音をカットし、音楽データを約1/5に圧縮し
ます。

素早い選曲、編集

CDと同様、ディスクならではの選曲性のよ
さに加え、音楽以外に曲番、演奏時間などの
データを同時に記録することにより、録音用
ミニディスクでの瞬時の編集を可能にしまし
た。

耐震性が向上
新開発の耐震技術「音とびガードメモリー」
を採用。これにより従来の光・光磁気ディス
クの「振動に弱く音とびしやすい」という弱
点を気にする必要がなくなりました。

「TOC EDIT」とは
TOCとはTable Of Contentsの略で、音声
以外の情報を記録する、ミニディスク上の領
域です。どの曲が何曲目でディスクのどこに
あるかなどを記録しています。ミニディスク
が本だとすると、索引や目次にあたります。
録音やトラックマークの記録・削除、曲の移
動などの際、ミニディスクレコーダーはTOC
の書き換え作業を行います（「Toc Edit」が表
示されます）。この間はディスクへの記録を
していますので、衝撃を与えたり、電源を抜
いたりしないでください。記録が正しく行わ
れないばかりか、ディスクの内容が失われる
ことがあります。

MDのシステム上の制約について
MD（ミニディスク）システムは、従来のカ
セットやDATとは異なる方式で録音が行われ
ます。そのため、いくつかのシステム上の制
約があり、次のような症状が出る場合があり
ます。これらは故障ではありませんので、あ
らかじめご了承ください。

最大録音時間に達していなくても、
「Disc Full」が表示される。
255曲録音されるとそれ以上の録音はできま
せん。さらに曲を追加するには、不要な曲を
消して録音してください。

曲数にも録音時間にも余裕があるのに
「Disc Full」が表示される。
同じディスクで録音、消去を繰り返すと、1
曲のデータが連続して記録されず、空いてい
るところに分割して記録されることがありま
す。ミニディスクは、このような場合でも離
れたデータをすばやく捜し出し、順に再生し
ます。ただし、分割したそれぞれのデータ
は、曲の区切り（1曲）と同じ扱いになり255
曲になると、録音できなくなります。
さらに曲を追加するには、不要な曲を消して
録音してください。

曲を消しても、ディスクの録音できる残
り時間が増えない。
ディスクの録音できる残り時間を表示すると
き、12秒以下の部分は無視します。このた
め、短い曲を何曲消しても録音できる残り時
間が増えないことがあります。

曲をつなげない。
つなごうとする曲のデータがディスク上に分
散しており、それぞれのデータの長さが12秒
以下のとき、その曲の曲番を消して前の曲を
つなぐことはできません。また、ステレオ録
音した曲とモノラル録音した曲をつなぐこと
はできません。

次のページへつづく
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ディスクに録音した時間と残りの時間の
合計が、最大録音可能時間に一致しない
場合がある。
通常、録音は約2秒を最小単位としてディス
クに記録します。録音を止めたところでは、
記録の最後の部分が実際には2秒に満たない
場合でも2秒分のスペースを使います。ま
た、録音を止めたあとまた録音を始めるとき
は、録音を始めたところで約2秒分のスペー
スを空けて記録を始めます。これは、録音を
始めるときに誤って前の曲を消さないためで
す。このため、実際に録音できる時間は録音
を止めるたびに、最大録音可能時間よりも最
大6秒短くなります。

編集した曲を再生、または早送り、早戻
しするときに音が途切れることがある。
短い曲がディスクの上のいろいろなところに
点在していると、探すのに時間がかかり、音
がとぎれることがあります。

一度高速録音した曲は、74分間は再び
高速録音できない（HCMS:ハイスピー
ドコピーマネージメントシステム）。
ある曲を高速録音すると、録音を始めた時点
から74分間は、同一の曲を高速録音すること
ができません。ハイスピードコピーマネージ
メントシステム（HCMS）では、CDの曲ご
とに固有なデータ（ISRC: International
Standard Recording Code)をもとに、録
音しようとしている曲が74分以内に録音され
ているかどうかを判定します。
一度高速録音した曲を74分以内に高速録音し
ようとすると、通常の速度で録音されます。
一枚のCDの中に何曲か高速録音した曲があ
る場合は、その曲だけが通常の速度で録音さ
れます。

デジタルオーディオソフトをコピーする
ときのルールについて（シリアルコピー
マネージメントシステム）
デジタルオーディオとは、音声信号を数値
（デジタル）でやりとりするオーディオ機器で
す。コンパクトディスク（CD）、ミニディス
ク（MD）、デジタルオーディオテープ
（DAT）などがこれにあたります。
これらは音楽を手軽に、ほとんど劣化なしで
コピーできます。このため、音楽ソフトの著
作権を保護するコピー規制が必要になりまし
た。「シリアルコピーマネージメントシステ
ム」です。
本機の設計はこのシステムに準拠していま
す。概要は以下の通りです。

デジタル信号同士のコピー*は1世代まで
原則1
市販のデジタル音楽ソフトのコピーは作れるが、コ
ピーのコピーは作れない。

原則2
市販のアナログ音楽ソフト（アナログレコードや
ミュージックカセットテープ）や公共放送を録音し
たもののコピーは作れるが、コピーのコピーは作れ
ない。

MDプレーヤーのアナログ出力端子同士をつ
ないで録音した場合のように、デジタル信号
をアナログ信号にして録音した場合はこの原
則に当たりません。

* コピーとはここでは「デジタル信号をデジタル信
号のまま録音したもの」を指します。

ご注意

著作権を保護するためのコピーコントロール信号を
除去、改変してコピーを作成することは、個人とし
て楽しむ目的であっても法律で禁止されています。

ミニディスクとは？（つづき）
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タ、ナ行

ダイレクト選曲  19
タイマー

スリープ  45
目覚まし  44
留守録音  46

調節する
音質  42
音量  9、15、17
表示窓のコントラスト  50

ディバイド機能  36
デモンストレーションモード
49
電源  9、12、15、17
時計を合わせる  43
ネーム機能  39

ハ行

表示窓
CD  18
MD  18、19
コントラストの調節  50

プリセット選局  27
プログラム再生  22
プログラムシンクロ録音  29
放送局を記憶させる  24
編集

曲名を付ける  39
曲を移動する  38
曲を消す  34
曲を2つに分ける  36
ディスク名を付ける  39
2つの曲を1つにする  37

五十音順

ア行

頭出し

CD  9
MD  15

イレース機能  34
エラーメッセージ  58
オートプリセット  24
お手入れ  52

カ行

繰り返し聞く  20
高速録音  11、28
コンバイン機能  37

サ行

サーチ  19
再生時間を調べる

CD  18
MD  18、19

再生する

CD  8
　 MD  14
サウンド 42
シャッフル再生  21
自動選局  24
重低音  42
シリアルコピーマネージメント
システム  66
シンクロ録音  10、29
接続

アンテナ  49、50
電源コード  49
他の機器  51

選曲 19

マ、ヤ行

マニュアル選局  24
ミニディスク  65
ムーブ機能  38
モノラル録音  32

ラ行

ラジオ  16、30、46
リピート再生  20
録音

CD  10、31
MD  10、28～33
接続した機器  51
ラジオ  30、46

アルファベット順
ATRAC  65
CDの取り扱い  52
COMBINE機能  37
DIVIDE機能  36
ERASE機能  34
MDの取り扱い  53
MDの編集  34～41
MEGA BASS  42
MOVE機能  38
NAME機能  39
Panorama Sound  42
REC IT録音  28
SOUND  42
TOC EDIT  65
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